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鐘崎天然ふく



ＮＴＴ東
な　　ど

北
陸
新
幹
線
開
業
に
併
せ

糸
魚
川
市
に
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ

サントリー

醸
造
家
が
思
い
を
語
る

最
上
位

ビ
ー
ル
　


人
を「
講
座
」に
招
待

ＰＰＣ講座＜運用管理④＞



相
原
氏（

前
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

東
京
ベ
イ
総
支
配
人

）が
経
営
術
披
露

タ
ッ
プ
が
都
内
で
無
料
セ
ミ
ナ
ー

カビ守護神・守護神の各種製品

　
カ
ビ
守
護
神
、
守
護
神
は

空
調
設
備
や
配
管
の
保
温
・

保
冷
工
事
を
行
う
ア
ー
ル
・

シ
ー
ウ
メ
ハ
ラ
（
静
岡
市
駿

河
区
）
の
開
発
商
品
。
松
本

日
光
舎
は
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ

イ
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
の

販
売
元
と
し
て
、旅
館
・
ホ
テ

ル
や
食
品
工
場
な
ど
に
衛
生

管
理
の
提
案
の
一
環
と
し
て

商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
断
熱
工
事
を
行
う
と
省
エ

ネ
効
果
が
高
ま
る
が
、
断
熱

部
の
表
面
温
度
が

～

度

に
な
り
、
カ
ビ
な
ど
の
菌
の

温
床
に
な
り
や
す
い
。
そ
の

た
め
ア
ー
ル
・
シ
ー
ウ
メ
ハ

ラ
は
、
防
カ
ビ
剤
の
開
発
に

着
手
し
た
。

　
第
一
条
件
は
「
あ
ら
ゆ
る

菌
に
対
応
で
き
る
こ
と
」
。

第
二
の
条
件
は
「
人
体
に
安

全
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き

る
こ
と
」
。
施
工
先
に
は
食

品
工
場
も
あ
る
た
め
、
特
定

の
菌
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
効
く

性
能
を
求
め
る
と
と
も
に
、

誤
っ
て
口
に
入
っ
て
も
問
題

が
な
い
高
い
安
全
性
を
追
求

し
た
。

　
さ
ら
に
、
第
三
の
条
件
が

「
腐
食
性
が
な
い
こ
と
」
。

配
管
に
使
わ
れ
る
金
属
や
樹

脂
、
ゴ
ム
を
腐
食
さ
せ
な
い

こ
と
も
重
要
な
条
件
だ
。

　
こ
の
三
条
件
を
満
た
す

「
カ
ビ
守
護
神
」
は
、
世
界

最
高
レ
ベ
ル
の
６
３
２
種
の

菌
類（
真
菌
３
７
２
、細
菌
２

３
５
、藻
類

）に
対
し
て
効

果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
溶
出
・
気
化
せ
ず
効
果
が

長
く
続
き
、
猛
毒
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
や
環
境
ホ
ル
モ
ン

は
一
切
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
複
数
の
有
機
系
防
カ
ビ
剤

の
複
合
合
成
剤
の
た
め
、
単

一
の
薬
剤
と
違
い
一
つ
の
薬

剤
成
分
に
菌
が
耐
性
を
持
っ

て
も
他
の
薬
剤
成
分
が
効
果

を
発
揮
。
菌
が
カ
ビ
守
護
神

に
含
ま
れ
る
全
て
の
薬
剤
成

分
に
耐
性
を
持
つ
可
能
性
は

極
め
て
低
い
。

　
姉
妹
品
の
除
菌
・
消
臭
剤

「
守
護
神
」
は
、
カ
ビ
守
護

神
の
防
カ
ビ
剤
に
水
成
二
酸

化
塩
素
を
複
合
さ
せ
て
い

る
。
厳
し
い
安
全
性
が
問
わ

れ
る
食
品
衛
生
管
理
の
分
野

で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　
水
成
二
酸
化
塩
素
は
、
水

道
水
や
食
品
加
工
施
設
・
機

械
の
殺
菌
や
抗
菌
、
消
臭
、

消
毒
に
使
わ
れ
る
。
こ
れ
に

カ
ビ
守
護
神
の
成
分
を
加
え

る
こ
と
で
、
即
効
性
と
確
実

な
消
臭
力
を
発
揮
す
る
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
不
活
性
化

に
も
効
果
が
あ
る
。

　
カ
ビ
守
護
神
・
守
護
神
は

ス
プ
レ
ー
（
３
０
０
㍉
㍑
）

２
千
円
、
ゲ
ル
（
１
４
０
㍉

㍑
）
１
８
０
０
円
、
エ
ア
ゾ

ー
ル
（

㍉
㍑
）

１
２
０
０
円
（
い

ず
れ
も
税
別
）
、

業
務
用（
５
、
、


㍑
）
オ
ー
プ
ン

価
格
。
同
社
で
は

広
く
代
理
店
を
募
集
し
て
い

る
。

㊤
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
に

よ
る
簡
易
試
験
。
左
側

は
カ
ビ
守
護
神
を
ス
プ

レ
ー
㊨
シ
ャ
ワ
ー
カ
ー

テ
ン
に
は
噴
霧
し
て
防

カ
ビ
処
理

　
燃
料
添
加
剤
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
を
販
売
し
て

い
る
松
本
日
光
舎
（
金
沢
市
）
は
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
や
温
浴
施
設
、
飲
食
店
な
ど
で
使
わ
れ
る
カ
ビ

や
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
対
策
剤
「
カ
ビ
守
護
神
」

「
守
護
神
」の
販
売
元
と
し
て
代
理
店
を
募
集
し
て

い
る
。
松
本
日
光
舎
特
集
の
最
終
回
は
、
手
軽
で

効
果
も
長
持
ち
、
各
業
種
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い

る
カ
ビ
守
護
神
と
守
護
神
の
特
長
を
紹
介
す
る
。

▲

▲

　
北
部
九
州
沿
岸
七
つ
の
地

域
を
一
つ
の
観
光
圏
と
位
置

づ
け
、
そ
の
豊
富
な
観
光
資

源
に
磨
き
を
か
け
、
「
地
域

力
」
を
創
出
す
べ
く
立
ち
上

げ
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
「
筑
前

七
浦
」
。
縦
割
り
行
政
だ
の

な
ん
の
と
、
と
か
く
横
の
連

携
が
苦
手
な
日
本
で
、
自
治

体
の
壁
を
乗
り
越
え
て
の
地

域
横
断
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
さ
せ
る
に
は
、
並
々
な

ら
ぬ
熱
意
と
パ
ワ
ー
が
必
要

だ
ろ
う
。
仕
掛
け
人
は
、
代

表
の
小
林
正
勝
氏
。
福
岡
県

宗
像
市
観
光
協
会
長
も
務

め
、
２
６
０
０
坪
の
広
大
な

敷
地
に
離
れ
風
の

室
を
持

つ
「
御
宿
は
な
わ
ら
び
」
の

主
で
も
あ
る
。

　
地
域
振
興
に
力
を
注
ぐ
同

氏
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
。
「
鐘
崎
天
然
と
ら
ふ

く
フ
ェ
ア
」
だ
。
宗
像
市
の

鐘
崎
漁
港
は
、
国
内
有
数
の

天
然
フ
グ
の
水
揚
げ
高
を
誇

る
。
実
は
、
日
本
最
大
の
フ

グ
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
る

山
口
県
下
関
市
南
風
泊
市
場

で
扱
わ
れ
る
天
然
物
ト
ラ
フ

グ
の
大
半
が
、
鐘
崎
産
な
の

だ
そ
う
だ
。
そ
し
て
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
下
関
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
東
京
や
大
阪
の
高
級

料
亭
に
出
荷
さ
れ
る
た
め
、

地
元
庶
民
の
口
に
は
入
ら
な

い
。

　
そ
こ
で
、
漁
協
や
旅
館
組

合
、
飲
食
店
な
ど
に
協
力
を

呼
び
か
け
、
よ
り
多
く
の
人

に
鐘
崎
の
ト
ラ
フ
グ
を
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と
フ
ェ
ア
を

開
催
、
地
元
な
ら
で
は
の
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供

し
て
い
る
。

　
食
用
と
し
て
認
可
さ
れ
て

い
る
フ
グ
は

種
類
に
の
ぼ

る
が
、
鐘
崎
で
は
シ
ロ
サ
バ

フ
グ
や
シ
マ
フ
グ
の
漁
獲
量

も
多
い
た
め
、
こ
れ
ら
を
用

い
た
「
鐘
崎
天
然
ふ
く
フ
ェ

ア
」
も
同
時
開
催
さ
れ
て
い

る
。
ト
ラ
フ
グ
以
外
は
あ
ま

り
な
じ
み
が
な
か
っ
た
筆

者
、
こ
の
冬
小
林
氏
に
ご
案

内
い
た
だ
い
て
お
邪
魔
し
た

宗
像
漁
業
協
同
組
合
の
「
鐘

の
岬
活
魚
セ
ン
タ
ー
」
で
、

い
け
す
の
中
を
泳
ぐ
た
く
さ

ん
の
シ
マ
フ
グ
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
や
っ
ぱ
り
し
ま

模
様
だ
！

　
い
ず
れ
の
フ
グ
も
、
そ
れ

ぞ
れ
味
わ
い
に
特
徴
が
あ

る
。
シ
マ
フ
グ
は
、
火
を
通

す
と
ト
ラ
フ
グ
に
劣
ら
ぬ
美

味
と
言
わ
れ
る
。
あ
ぶ
り
刺

し
に
す
れ
ば
表
面
の
水
分
が

飛
び
、
う
ま
味
が
凝
縮
さ
れ

て
濃
厚
な
味
わ
い
に
。
シ
ロ

サ
バ
フ
グ
、
別
名
カ
ナ
ト
フ

グ
は
、
各
都
道
府
県
の
漁
師

が
選
ん
だ
本
当
に
お
い
し
い

魚「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

に
、
福
岡
県
を
代
表
し
て
選

ば
れ
る
ほ
ど
の
実
力
。
幅
広

い
調
理
法
に
適
し
て
お
り
値

段
も
手
頃
な
の
で
、
地
元
で

は
、
ゼ
ラ
チ
ン
質
の
身
と
出

汁
を
楽
し
め
る
味
噌
汁
が
人

気
だ
。

　
そ
し
て
や
は
り
、
王
者
の

風
格
な
の
が
ト
ラ
フ
グ
。
冬

の
玄
界
灘
は
し
け
が
多
く
、

漁
に
出
ら
れ
て
も
数
メ
ー
ト

ル
を
超
す
高
波
に
襲
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。
国
内

で
流
通
し
て
い
る
ト
ラ
フ
グ

の
う
ち
、
天
然
物
は
わ
ず
か

１
割
程
度
と
い
う
の
も
う
な

ず
け
る
。
毒
に
当
た
る
と
死

ぬ
こ
と
か
ら
関
西
方
面
で
は

「
て
っ
ぽ
う
」
と
呼
ば
れ
る

が
、
そ
れ
で
も
「
フ
グ
は
食

い
た
し
命
は
惜
し
し
」
と
言

わ
し
め
る
究
極
の
美
味
で
あ

る
こ
と
は
、万
人
の
知
る
所
。

　
玄
界
灘
の
荒
波
で
育
っ
た

「
鐘
崎
天
然
と
ら
ふ
く
」は
、

運
動
量
が
多
い
の
で
身
が
締

ま
っ
て
お
り
、
抜
群
の
歯
応

え
と
甘
味
を
堪
能
で
き
る
。

「
御
宿
は
な
わ
ら
び
」
で
供

さ
れ
た
刺
身
は
、
こ
れ
で
１

人
前
？
　
と
聞
い
て
し
ま
っ

た
く
ら
い
ぜ
い
た
く
な
量
。

ト
ロ
ト
ロ
の
白
子
酒
と
共
に

食
せ
ば
、
ま
さ
に
口
福
の
ひ

と
時
。
こ
の
美
味
も
３
月
末

で
終
了
、
今
か
ら
冬
が
待
ち

遠
し
い
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
今
回
は
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
数

を
増
や
す
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
設
定
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
第
１
１
０
回
「
キ
ー
ワ
ー
ド

の
選
定
と
マ
ッ
チ
タ
イ
プ
」
に

お
い
て
、
最
初
は
な
る
べ
く
多

く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
検
索
し
や
す

い
、
類
義
語
を
含
む
「
部
分
一

致
」
を
お
す
す
め
し
た
。
し
か

し
、
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
は
多

く
か
せ
げ
る
が
、「
部
分
一
致
」

の
場
合
は
、
予
期
し
な
い
検
索

語
句
で
も
広
告
が
表
示
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、

「
○
○
温
泉
」
「
○
○
温
泉
　

旅
館
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の

場
合
を
想
定
す
る
。
「
○
○
　

ラ
ン
キ
ン
グ
」
「
○
○
温
泉
　

源
泉
か
け
流
し
」
な
ど
、
登
録

し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
は
異
な
る

検
索
語
句
で
も
広
告
が
表
示
さ

れ
る
。
「
部
分
一
致
」
は
登
録

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
部
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
や
類
義
語
で
検
索

さ
れ
た
場
合
に
広
告
が
表
示
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
検

索
語
句
で
検
索
さ
れ
た
場
合
に

広
告
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
。

　
設
定
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検

索
ク
エ
リ
ー
を
表
示
し
て
み
る

と
、
驚
く
ほ
ど
関
係
が
な
い
検

索
語
句
で
も
広
告
が
表
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
ま

で
、
ク
リ
ッ
ク
率
が
高
い
キ
ー

ワ
ー
ド
だ
と
考
え
て
い
た
キ
ー

ワ
ー
ド
が
実
は
、
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
検
索
語
句
の
場
合
に

広
告
が
表
示
さ
れ
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
「
部
分
一
致
」
を

設
定
し
た
場
合
に
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
点
で
あ
る
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
は
、

広
告
が
表
示
さ
れ
て
ほ
し
く
な

い
検
索
語
句
を
、
「
除
外
キ
ー

ワ
ー
ド
」
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
で
あ
る
。
先
の
例
で
は
、

「
ラ
ン
キ
ン
グ
」
「
源
泉
か
け

流
し
」
を
登
録
す
る
。
こ
の
際

注
意
す
る
点
は
、
「
除
外
キ
ー

ワ
ー
ド
」
に
も
マ
ッ
チ
タ
イ
プ

が
あ
り
、
「
部
分
一
致
」
を
指

定
す
る
と
、
今
度
は
表
示
し
て

ほ
し
い
検
索
語
句
の
場
合
で
も

広
告
が
表
示
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
マ
ッ
チ
タ
イ
プ
は

「
フ
レ
ー
ズ
一
致
」
に
設
定
し

て
お
く
と
よ
い
。

　
ま
た
、「
○
○
温
泉
　
求
人
」

「
○
○
温
泉
　
地
図
」
な
ど
、

広
告
を
表
示
さ
せ
た
く
な
い
語

句
と
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
求
人
」

「
地
図
」
を
除
外
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
登
録
す
る
と
よ
い
。

　
「
部
分
一
致
」
に
慣
れ
て
き

た
ら
、
「
フ
レ
ー
ズ
一
致
」
や

「
完
全
一
致
」
も
利
用
し
て
み

よ
う
。
広
告
が
表
示
さ
れ
る
回

数
は
減
少
す
る
が
、
無
駄
な
ク

リ
ッ
ク
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。
有
効
な
ク
リ
ッ
ク
が
増
え

る
と
、
結
果
的
に
は
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
率
が
向
上
す
る
の
で
、

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
増
や
す
効

果
が
あ
る
。

　
（
株
式
会
社
ア
ビ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
株
式
会
社
プ

ラ
イ
ム
コ
ン
セ
プ
ト
　
的
場
弘

明
）
＝
隔
週
掲
載
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セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
向
け
専
門

シ
ス
テ
ム
会
社
の
タ
ッ
プ

（
清
水
吉
輝
社
長
）は

日
、

宿
泊
施
設
対
象
の
無
料
セ
ミ

ナ
ー
「
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
す
相
原
流
ホ
テ
ル
経
営
術

　
今
か
ら
で
き
る
収
益
の
最

大
化
手
法
を
伝
授
」
を
東
京

都
中
央
区
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
本

社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
開
い

た
。
前
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
東
京
ベ
イ
総
支
配
人
で
、

ト
ゥ
ル
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

社
長
の
相
原
米
夫
氏
が
講
演

し
た
。

　
清
水
社
長
は
同
社
シ
ス
テ

ム
の
最
新
動
向
を
プ
レ
ゼ

ン
。
オ
ー
タ
パ
ブ
リ
ケ
イ
シ

ョ
ン
ズ
の
村
上
実
専
務
は

「
ホ
テ
ル
業
界
最
新
事
情
」

と
題
し
て
業
界
秘
話
な
ど
を

紹
介
し
た
。

　
相
原
氏
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
東
京
ベ
イ
で
実
施
し

た
数
々
の
生
々
し
い
改
革
の

実
例
を
披
露
。
ホ
テ
ル
の
総

支
配
人
と
は
、
ホ
テ
ル
の
全

体
を
見
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
も
利
益
を

出
す
、
ま
た
は
仮
に
損
失
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

最
小
減
に
す
る
こ
と
が
使
命

だ
、
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で

「
総
支
配
人
の
中
に
は
、
着

任
早
々
に
食
材
を
見
直
さ

せ
、
給
料
の
高
い
ス
タ
ッ
フ

を
左
遷
す
る
な
ど
、
ホ
テ
ル

の
内
情
や
状
況
、
ホ
テ
ル
周

辺
を
取
り
巻
く
環
境
や
状
況

を
見
な
い
う
ち
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
人

も
い
る
が
、
私
は
絶
対
に
反

対
だ
。
し
っ
か
り
と
全
て
を

確
認
し
た
上
で
、
『
本
当
に

無
駄
な
の
か
、
利
益
に
な
る

か
』
を
見
極
め
る
べ
き
だ
」

と
強
調
し
た
。

　
総
支
配
人
の
役
割
に
つ
い

て
は「
ス
タ
ッ
フ
は
舞
踏
家
。

総
支
配
人
は
舞
踏
家
が
い
か

に
気
持
ち
よ
く
踊
れ
る
か
を

考
え
て
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が

ら
、
ス
テ
ー
ジ
、
環
境
、
衣

装
を
準
備
し
、
彼
ら
の
潜
在

力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ

と
で
、
素
晴
ら
し
い
舞
台
を

作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
初
め
て
、

観
衆
で
あ
る
お
客
さ
ま
の
満

足
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
表
現
し
た
。

　
清
水
社
長
は
、
同
社
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
「
ネ
ッ
ト
販
売

残
数
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
自
動

化
」
な
ど
を
提
案
。
「
Ｐ
Ｍ

Ｓ
（
ホ
テ
ル
の
基
幹
シ
ス
テ

ム
）
上
の
客
室
販
売
管
理
と

ネ
ッ
ト
の
客
室
販
売
管
理
が

バ
ラ
バ
ラ
の
た
め
、
残
室
数

の
変
動
が
あ
る
と
手
作
業
で

ネ
ッ
ト
の
販
売
を
修
正
登
録

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

が
、
こ
の
無
駄
な
作
業
は
自

動
化
で
き
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
集

約
さ
れ
る
残
数
変
動
状
況
に

応
じ
て
、
ネ
ッ
ト
販
売
数
を

自
動
的
に
制
御
で
き
る
。
同

様
に
ネ
ッ
ト
販
売
料
金
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
集
約

し
、
料
金
変
動
を
自
動
的
に

制
御
す
る
こ
と
も
可
能
だ
」

な
ど
と
説
明
し
た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
新
潟
県

糸
魚
川
市
な
ど
は

日
の
北

陸
新
幹
線
開
業
に
併
せ
て
、

市
内
で
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
（
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。
外
国
人
観
光

客
は

日
間
、
日
本
人
も
１

日
最
大

分
ま
で
無
料
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
。

　
同
社
は
Ｊ
Ｒ
糸
魚
川
駅
周

辺
や
市
内
の
宿
泊
施
設
、
観

光
施
設
、
飲
食
店
な
ど

カ

所
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

設
置
。
一
部
の
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
商
店
な
ど
が
「
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
機
能
」
「
ク
ー
ポ

ン
機
能
」
を
活
用
し
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
や
電
子
ク
ー
ポ
ン

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
の
回
遊
を
促
進
で
き
る
。

　
外
国
人
観
光
客
は
市
内
４

カ
所
で
、

日
間
無
料
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
「
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
」
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
受
け
取
り
時
に
パ
ス

ポ
ー
ト
の
提
示
が
必
要
。

　
同
社
な
ど
で
は
、
さ
ら
に

市
内
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

を
増
や
し
て
利
便
性
を
高
め

て
観
光
誘
客
を
図
る
方
針
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵
野
ビ
ー

ル
工
場
（
東
京
都
府
中
市
）

と
同
京
都
ビ
ー
ル
工
場
（
京

都
府
長
岡
京
市
）
、
同
九
州

熊
本
工
場（
熊
本
県
嘉
島
町
）

は
４
月
か
ら
、
同
社
最
上
位

ク
ラ
ス
の
ビ
ー
ル
「
ザ
・
プ

レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
　
マ
ス

タ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ


　
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
講
座
」
を

開
催
す
る
。
製
品
を
実
際
に

造
っ
て
い
る
醸
造
家
が
製
品

に
込
め
た
思
い
を
語
り
、
こ

だ
わ
り
の
製
法
を
解
説
す

る
。

　
同
講
座
で
は
、
醸
造
家
の

語
り
と
と
も
に
、
思
い
が
詰

ま
っ
た
映
像
も
楽
し
め
る
。

さ
ら
に
製
造
工
程
の
一
部
を

見
学
し
な
が
ら
、
醸
造
家
か

ら
製
法
の
解
説
を
受
け
る
。

武
蔵
野
ビ
ー
ル
工
場
で
は
、

マ
ス
タ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
が
誕

生
し
た「
ミ
ニ
ブ
ル
ワ
リ
ー
」

の
見
学
も
で
き
る
。
試
飲
や

土
産
の
用
意
も
あ
る
。

　
武
蔵
野
は
４
月

日
、
同


日
、５
月

日
、同

日
、

６
月

日
、
同

日
。
午
後

２
時
半
～
同
４
時
。
定
員
各

日

人
。京
都
は
５
月
９
日
、

同

日
、
６
月

日
、
同


日
。午
後
２
時
～
同
３
時
半
。

定
員
各
日

人
。
熊
本
は
５

月

日
、
６
月

日
。
午
後

２
時

分
～
同
４
時

分
。

定
員
各
日

人
。

　
参
加
費
は
千
円
（
税
込

み
）
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
先
は
、
各
工
場
＝
武
蔵

野
☎
０
４
２
（
３
６
０
）
９

５
９
１
、
京
都
☎
０
７
５

（
９
５
２
）
２
０
２
０
、
熊

本
☎
０
９
６
（
２
３
７
）
３

８
６
０
＝
ま
で
。

http://nikkousya.co.jp/

